
消費者委員会食晶表示部会及び栄養表示に関する調査会に提出された

トランス脂肪酸に関する立石委員提出資料について

平成26年4月15日

食品安全委員会事務局

0 平成26年3月 12日に開催された消費者委員会食品表示部会第3回栄養表示に

関する調査会及び同月 26日に開催された消費者委員会第28回食品表示部会の立

石委員提出資料（「トランス脂肪酸Jに関する意見書J）における「食品安全委員

会 食品健康影響評価の概要」は、食品安全委員会の食品健康影響評価書の一部を

恋意的に抜粋するとともに、評価書にない文言が加筆されている。これは、消費者

を始めとした国民に、 トランス脂肪酸のヒトの健康への影響に関して誤った情報を

与えるものであり、極めて遺憾である。ここに、食品安全委員会が科学的に行った

食品健康影響評価を説明する資料を改めてとりまとめた。

0 トランス脂肪酸についてはこのように、パブリックコメントを経て結論を導いた

科学的評価が終了しており、これを基本に議論が行われるべきものである。

1.食品健康影響評価取りまとめの経緯及び概要

食品安全委員会は、平成24年3月に 「食品に含まれるトランス脂肪酸j に係る食

品健康影響評価を行った。

この評価書は、 16名の専門家（平成23年 10月以降は 14名）による平成22年

4月から平成23年8月までの 7回の新開発食品専門調査会での審議、同年11月の国

民からの御意見・情報の募集（パブリックコメント）を踏まえて作成されたものである。

評価に用いた資料は、ヒトにおける疫学調査結果、食品中のトランス脂肪酸含有量調

査結果、 トランス脂肪酸摂取量推計等の 23 3の文献、参考資料であり、この全てにつ

いて内容を精査し、試験等から得られた結果・データが統計的に有意であるか否か、海

外におけるデータが食環境の異なる日本人に当てはまるのか等を逐一確認しながら評価

を行った。

その結果、平均的な日本人より多いトランス脂肪酸摂取量を基にした諸外国における

研究結果によれば、 トランス脂肪酸の摂取により、冠動脈疾患の発症については増加す

る可能性が高いと考えられた。しかしながら、現時点の平均的な日本人の摂取量におい

て、これらの疾病擢患リスク等と関連があるかは明らかでなかった。 トランス脂肪酸の

摂取量について、 日本人の大多数が WHOの勧告（目標）基準であるエネルギー比の 1

%未満であり（硬化油及び食用植物油由来のトランス脂肪酸に限定すると、摂取量の 99

パーセンタイノレ値でもエネルギー比 1%を超える性・年齢階級はなかった）、また、健

康への影響を評価できるレベルを下回っていることから、通常の食生活では健康への影
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響は小さいと考えられると結論した（食品健康影響評価書の要約）。

その上で、日本人の個人の栄養摂取バランスに幅があることから、①脂質に偏った食

事をしている個人においては、トランス脂肪酸摂取量のエネルギー比が 1%を超えてい

ることがあると考えられるため、留意する必要があること、②トランス脂肪酸はヒトに

不可欠なものではないことから、できるだけ摂取を少なくすることが望まれるが、脂質

は重要な栄養素であることから、脂質全体の摂取バランスにも配慮した、栄養ノ〈ランス

のよい食事を心がけることが必要であること、③食品中のトランス脂肪酸低減に伴い、

含有量の増加傾向が認められた飽和脂肪酸については、「日本人の食事摂取基準（2010

年版）」での目標量の上限を超える性・年齢階級がある（女性の 20～ 39歳で、飽和脂

肪酸の摂取量の中央値が目標量（18歳以上でエネルギー比 4.5～ 7.0%）の上限を上回

っていた）ことから、今後とも留意が必要であることを記述している。

2. 立石委員提出資料についての食品安全委員会の見解

立石委員提出資料の「食品安全委員会 食品健康影響評価の概要」は、例えば以下の

部分について、食品安全委員会が作成した評価書の内容とは全く異なるものである。

【「食品安全委員会 食品健康影響評価の概要」について】

( 1）に「排卵障害による不妊への影響…一・が報告されているJとの記載があるが、

評価書 P.58には、「トランス脂肪酸摂取量の最大5分位群（エネルギー比 2.3%）に

おける排卵障害による不妊の相対危険は、最小5分位群（エネルギー比 0.9%）に比

べて、年齢、 BMI、喫煙、身体活動量など計 11項目で補正後、 1.31 (0.88～ 1.95) 

に増加傾向を示したが有意ではなかった。」との記載があり、適切ではない。

(2）に「トランス脂肪酸摂取量をエネノレギー比 0.1%減少させると 1.15%の心筋

梗塞発症が減少し、約 9,000人の虚血性疾患の疾患数……、年間約 500人の（心筋梗

塞）死亡者数の減少が期待できるJとの記載があるが、評価書 P.50には、「コホート

研究のメタアナリシスでは、相対危険は 1.23( 1.11 ～ 1.37）となり、エネルギー比 2

%のトランス脂肪酸摂取量増加は 23%の冠動脈疾患増加をもたらすことが推定され

ている。」と記載し、評価書 P.70に「エネルギー比 2%のトランス脂肪酸を炭水化

物又は他の脂肪酸に置き換えた場合、冠動脈疾患リスクに影響すると報告されている

が、これらの報告はトランス脂肪酸摂取量の多い欧米における報告であり、日本にお

ける報告はない。」と記載しており、エネルギー比 0.1%の減少による心筋梗塞発症

の減少、虚血性心疾患の疾患数の減少及び心筋梗塞の死亡者数の減少に関して、評価

書では具体的な数字は記載していない。

( 3 ）に「（トランス脂肪酸について日本人において）高摂取者の摂取量や、その

頻度については推定できていなしリとの記載があるが、評価書P.71において「平成 18

年度食品安全委員会調査のトランス脂肪酸含有量を用いて推定した摂取量の l～ 29

歳の男性及び 1～ 59歳の女性の 99パーセンタイル値並びに l～6歳の男性の 95パ

ーセンタイル値がエ不ルギー比 1%を超えているが、硬化油及び食用植物油由来のト
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ランス脂肪酸に限定すると、エネルギー比 1%は超えなかった。Jと評価しており、

立石委員提出資料における上記記載は適切ではない。

( 4）に「2%のエネノレギーのトランス脂肪酸を他の栄養素に置きかえた場合は、

冠動脈疾患が 23%減少（となる）Jとの記載があるが、、評価書 P.70に「エネルギー

比2%のトランス脂肪酸摂取量を飽和脂肪酸に置き換えると、冠動脈疾患リスクは 17

% (7～25 % : 95 %信頼区間）減少し、一価不飽和脂肪酸に置き換えると 21% (12 

～30 % : 95 %信頼区間）減少し、多価不飽和脂肪酸に置き換えると 24% (15～33 

% : 95%信頼区間）減少する。Jと記載しており、他の栄養素に置き換えた場合の 23

%減少については言及されていない。また、飽和脂肪酸について、評価書p.74に「食

品中のトランス脂肪酸低減に伴い、含有量の増加傾向が認められた飽和脂肪酸につい

ては、「日本人の食事摂取基準（2010年版）」での目標量の上限を超える性・年齢階

級があることから、今後とも留意が必要で、あるJと記載している。

( 5 ）～（ 7）について、評価書にそのような記載はない。

また、立石委員提出資料の参考資料（「2012年 3月食品安全委員会報告書「新開発食

品評価書食品に含まれるトランス脂肪酸Jより抜粋J）についても、評価書の一部の

文章を任意につなぎ合わせている、評価書にない表やグラフを記載している等、「抜粋」

左記載することが適切でないものが数多く含まれている。

食品安全委員会が行った食品健康影響評価は添付した資料のとおりである。

別添1：食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸J抜粋（要約部分）

別添2：食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸」概要

別添3：食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸JQ&A  

（参考）

食品健康影響評価書「食品に含まれるトランス脂肪酸J

http://www.fsc.叉o.jp/sonota/trans fat/iinkai422 trans-sibosan hyoka.pdf 

消費者委員会食品表示部会第3回栄養表示に関する調査会（平成26年3月12日）

立石委員提出資料

http://www.cao.go.jp/consumer/kabusoshiki/syokuhinhvouii/doc/e 140312 sankou 1-2. pdf 

消費者委員会第 28回食品表示部会（平成26年3月26日）立石委員提出資料

http://www.cao.go.jp/consumer北abusoshikνsvokuhinhyouiνdoc/140326sankou4.pdf 
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要約

（別添1) 

食品健康影響評価書抜粋

食品安全委員会において、自らの判断で行う食品健康影響評価として、食品に含ま

れるトランス脂肪酸に係る食品健康影響評価を行った。

評価に用いた資料は、ヒトにおける疫学調査結果、食品中のトランス脂肪酸含有量

調査結果、トランス脂肪酸摂取量推計等である。

トランス脂肪酸には多くの種類が存在し、個々のトランス脂肪酸について食品健康

影響評価を行うには知見が足りないため、トランス脂肪酸全体として評価を行った。

平均的な日本人より多いトランス脂肪酸摂取量を基にした諸外国における研究結

果によれば、トランス脂肪酸の摂取により、冠動脈疾患の発症については増加する可

能性が高いと考えられた。また、肥満、アレルギー性疾患についても関連が認められ

たが、その他の疾患については、その関連を結論できなかった。更に、妊産婦、胎児

等に対しては健康への影響が考えられた。しかしながら、現時点の平均的な日本人の

摂取量において、これらの疾病』罷患リスク等と関連があるかは明らかでない。

トランス脂肪酸の摂取量について、日本人の大多数がWHOの勧告（目標）基準で

あるエネルギー比の 1%未満であり、また、健康への影響を評価できるレベノレを下回

っていることから、通常の食生活では健康への影響は小さいと考えられる。しかしな

がら、脂質に偏った食事をしている個人においては、トランス脂肪酸摂取量のエネル

ギー比が 1%を超えていることがあると考えられるため、留意する必要がある。

トランス脂肪酸はヒトに不可欠なものではないことから、できるだけ摂取を少なく

することが望まれる。しかし、脂質は重要な栄養素であることから、脂質全体の摂取

バランスにも配慮、した、栄養ノ〈ランスのよい食事を心がけることが必要と考える。

食品中のトランス脂肪酸含有量については、全体として近年減少傾向にあるが、一

部製品においては 10%を超える製品もあることから、食品事業者においては、引き

続き食品中のトランス脂肪酸含有量の低減に努める必要があると考える。

リスク管理機関においては、今後とも日本人のトランス脂肪酸の摂取量について注

視するとともに、引き続き疾病擢患Yスク等に係る知見を収集し、適切な情報を提供

することが必要である。

なお、食品中のトランス脂肪酸低減に伴い、含有量の増加傾向が認められた飽和脂

肪酸については、 「日本人の食事摂取基準（2010年版） Jでの目標量の上限を超え

る性・年齢階級があることから、今後とも留意が必要である。



（見lj添2)

「食品に含まれるトランス脂肪酸」評価書の概要

（評植の経緯）． モ＼』 I 

~年lの我が園における食生活，の変化~＇諸外国r~~お！？奇ドラγ尽脂肪酸含有量の規制の実態撃も踏まえミ ：食品；安全霊客員会主じま？ ．
自ら食品健康影響評価を行った。 ’ 

1諸外国における研究結果
トランス脂肪酸の過剰摂取は、
0 冠動脈疾患（心筋梗塞、狭心症等）を増加させる可能性が高い。
0 肥満、アレルギー性疾患（日出息、アレルギー性算炎等Jについて関連が認められたD
O 妊産婦，胎児への影響（胎児の体重減少、流産等）について、報告されている。

ただし、これらは平均的な日本人よりトランス脂肪酸の摂取量が多いケースの研究

・日本人のトランス脂肪酸摂取量の95パーセンタイル値（＝よ位5%の人の値）（総エネルギー摂取量に対する割合。WHO目標は1%未満）

7～111歳 I 1s～19歳 I 20～29歳 I 30～39歳 I 110～49歳 I so～59歳 I Go～69歳 I 7o歳以よ ｜ 全年齢計均
一
川
一
問

0.79% 0.70% %
一
%

円
ヨ
－
内
4
d

マ’－
oo

nu

－n
u
 

0.82% 

0.74% 

0.85% 

0.66% 

0.79% 

o.64% I・O珂%
o.76% I 0.11% 

0.59% 

0.64% 

%
一
%

nu

問、
4

P
口
問

po

n
u

－n
u
 

0.75% 

。 食品事業者に孤児！立、食品中のトラlンX脂肪費量含有量は近年減少傾陶！こある君主主事製自己l声高時事制切ら脱毛号が瓜 ’
引きa続きそ

。 ·＇ ！）スク管浬機関l 布』む？点1幸、今後と奇甲！本」!i-'0マ摂堅量空｜こつU有ヌ：注3旦＆豆：．去E見の：，~：来s震や適塑雲t；情報『梶：1共E沖〈必霊害~＇ ！っ・－ .• -~ 1 ＇.：・：「



（別添3)

1問1 印ス同と附すか？
どんな度目！こ多く含まれて山るのですか？

答〉

1 トランス脂肪酸とは、脂質の構成成分である脂肪酸のー穫です。
大きく分けて、工業的に加工レだ植物油に由来するちのと、牛などの反すう動物に由

来レ乳製昆・肉に含まれるちのがあります。

トランス脂肪酸には多くの種類がありますが、今回の評価では、トラツス脂肪酸全体

を対象とレています。ー

2 トランス脂肪酸が多く含まれる食昂には、倒えば以下のようなちのがあります
（平成18年度食昂安全委員会調査事業で調査対象とレ1E.試料の値。試料主主は日目によ
り異なるが3～29。〉。

小分類 食昂名
トランス脂肪酸 Cg/1 OOg) 
平均値 最大値 最小値

マーガリン
マーガリン、ファットスプレッド〈市販品〉 5. 5 1 2. 3 0. 9 
マーガリン、ファットスプレッド〈業務用〉 8. 2 1 3. 5 0. 4 

その他の油脂類 ショートニング 1 3. 6 31. 2 1. 2 
クッキー 1圃 9 3. 8 o. 2 

ビスケット類 ／＼イ 4. 8 7. 3 0. 4 
半生ケーキ 1. 8 3. 0 0. 2 

その他の菓子類 コーン系スナック菓子 1. 7 1 2. 7 0. 08 
マヨネーズ マヨネーズ 1. 2 1. 7 0. 5 
その他の車製品 クリーム 3. 0 1 2. 5 0. 01 

参考〉「新開発食晶評価書食品に含まれるトランス指肪酸」（2012年3月食品安全委員会）．

P16表4 「園内に流通している食昂のトランス脂肪酸含育量」（平成18年度食品安全委員

会調査事業）

※ なお、平成22年度にマーガリン、ファットスプレッド、ショートニツグを横査したところ、

トランス脂肪酸の含有量は減少傾向が認められました。



間2 ：：白者人は〈どの程度、トランス脂肪酸を摂＊－しているlのですか？

筈〉

1 WHO（世界保健機構）では、 I~＼血管系疾患のリスクを恒減し、健康を増進するための目
標（※）として、トランス脂肪酸の摂取を総エネルギー摂取量の 1%未満に抑えるよう提示
しています。

※） WHOの原文では「recommendationJo評価書では「勧告（目標）基準」と記載

2 B本人のトランス指肪酸の摂取量仁ついては、
(1) .呈盟箪では、総エネルギーの0.3%となり、WHOの目標を十分仁下回っています。

・日本人のトランス脂肪酸摂取量の平均値（総エネルギー摂取量iこ対する割合）

1～6篇 I 7～14歳 I 15～明 120～四歳 I30---39引 40～49歳 I5<r--59農｜印～69歳 I7o歳以上 ｜ 会年齢計
男性｜ 0.47% I o.42% I o.36% I o.3196 I o.2s% I 027% I 025品 I 023% 1 024% 1 o.30% 

女性｜ 0絹%I o.44% I o.38% I o.37% I o.36% I o.34% I o.31% I 0.27% I 026% I o.33% 

(2) 一方、 95パーセンタイル値（トランス脂肪酸の摂取が多い方から上位5%の位置
にある人の摂取量）では、年齢平均では 0.70%（男性）、 0.75%（女性）、乳幼児・若年

層では、さらに高くなっています。

z・日本人のトランス脂肪酸摂取量の95パーセンタイル値（総エネルギー摂取量に対する割合）
1～e康 I 7～14愈 115～19歳｜ ε←却悠 I3<:>--39禽 14か 49綾｜忽〉弱歳 1eo～田歳 I7o歳以上 ｜ 会年齢計

男性｜ T但% I o.79% 1 o. 

女住｜ o.99% I o.83% I 0.82% I o.85% I o.市%｜ Oプ6% I o.71% I Oβ4% I o.位%I o.75% 

3 このように、日本人の大多数は、 WHOの目標を下回っており、通常の食生活では、

健康への影響は小さいと考えられますが、脂質仁偏つだ食事をしている人は、留意する

盛霊があります。

参考〉「新開発食晶評価書食品に吉まれるトラツス指肪酸J(2012年3月食昂安全委員会）

P29表 14-1 「性・年齢階級別にみたエネルギー及び総脂質・飽和脂肪酸・トランス指肪

酸の平均摂取量」

P33表 17-1 「性・年齢階級別にみたエネルギー及び総脂質・飽和脂肪酸・トラツス脂肪

酸の摂取量の95Hーセンタイル値」



同竺戸竺即時空竺堅持塑堕切り民切却ますかすl
答）

1 諸外国における研究結果によれlま、トランス脂肪酸の過剰摂取は、冠動脈疾患（I~＼筋梗
塞、狭山症等）を増加させる司能性が高いとされています。

また、肥満や、アレルギー性疾患（端息、アレルギー性鼻炎等）についても、関連が認

められたものがあります。

さらに、妊産婦・胎児への影響（胎児の体重減少、流産等）についても、関連が報告さ

れています。

2 しかしながら、こうしだ研究結果は、 トランス脂肪酸の摂取量が、平均的な日本人よ
りも相当程度多いケース（※）の結果であり、平均的な日本人の摂取量においては、これ

らの疾患リスクとの関連は明らかではありません。

※ アメリ力で、トラツス脂肪酸摂取量の上位20%の群（5.04g／日）と、下位20%の群（0.84g/

日）とを比較し、 ｝~＼筋梗塞の危蹟度が前者は後者の 1.94 倍であった研究等

なお、日本人のトランス脂肪酸摂取量の平均檀は0.67g／日

参考〉「新開発賞品評価書食品に含まれるトランス脂肪酸J(201 2年3月食晶安全委員会）

P40～ 「①トラツス指肪酸と正の関連が認められた研究」



問4 語外国ではトランス脂肪酸の規制が行われていると闇きますが、日本では必要ない
のですか？

答〉

1 諸外国においては、トランス脂肪酸摂取量がWHOの目標（総エネルギー比 1%未満※）
を超えていることが多く、様々な対策を導入してきました三。

その結果、トランス脂肪酸摂取量は世界的に減少が認められています。

※） WHOの原文では「recommendation」。評価書では「勧告（目標）基準Jと記載

2 日本人の太多数は、トランス脂肪酸に関するWHOの目標を下回っています（問2参考人

通常の食生活では、健康への影響は小さいと考えられますが、脂質に儒つだ食事をして

いる人は、留意するl必要があります。

3 トランス脂肪酸は、ヒトに不司欠なちのではなく、できるだけ摂取を少なくすること

が望まれますが、脂質自体は、重要な栄養素であり、極端な制限は健康に悪影響を与え

ます。バランスの良い食事を／~＼がけることが太切です。

参考〉「（案） 新開発食昂評価書 食日に書まれるトランス脂肪酸」（201,1年 10月食品安全委員会）

P19～ 「m.トランス脂肪酸摂取量の推定」
P61～ 「珊．諸外国での苅応状況」

＼ノ


